
環境厚生常任委員会 
 

日 時  平成３０年９月１４日（金） 午後１時３０分 ～ 
場 所  第３委員会室 

 
 

１ 開 議 

 
２ 事務局日程説明 

 
３ 議案審査 

【環境市民部】 

（１）第１号議案 平成３０年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

【健康福祉部】 

（１）第１号議案 平成３０年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

（２）第３号議案 平成３０年度亀岡市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

４ 討 論～採 決 

 

５ 行政報告 

【環境市民部】 

（１）南丹市・京丹波町の可燃ごみの処理について 

 

６ 陳情について 

（１）高齢者が安心して暮らせる介護保障の実現にむけての陳情 

 

７ 議会だよりの掲載事項について 

 

８ わがまちトークの対応について 

 

９ 子どもの権利条例（仮称）について 

 

１０ その他 

 







開催日・会場・テーマ

　　　　宮前町　10.16(火）20：00～
　　　　　　　　　宮川公民館
・宮前町の地域振興について
・西部地区に救急センターの設置について

　　　　千歳町　10.22(月）19：30～
　　　　　　 千歳町自治会館
・高齢化の進行とまちづくりについて
・農業振興について

　  　本梅町　10.24(水）13：30～
 　　　ほんめ町ふれあいセンター
 ・当町のまちづくりについて
 ・高齢者福祉対策について

　　  　　畑野町　11.4(日）10：00～
　　　　　　   　畑野町公民館
 ・人口減少と高齢世帯が増加する中、
　畑野町を元気づける方策について

　　 東本梅町　12.1(土）20：00～
　　 東本梅町ふれあいセンター
・東本梅町の活性化について
・安心、安全の町づくりについて
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受付担当
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会場責任者

広報広聴会議 小川議員、三上議員 石野議員、冨谷議員 山本議員、齊藤議員 平本議員、奥村議員 並河議員、奥村議員

集合時間 19:00 18:30 12:30 9:00 19:00

事務局 鈴木係長 山内次長、池永主任 山内次長、船越副課長 片岡局長、三宅主事 片岡局長、山末主事

わがまちトーク班編成及び役割分担



子どもの権利に関する提言（案） 

 
 我がふるさと亀岡は、緑豊かな山々からの清流が豊かな田園地帯を潤し、盆地

の中央を流れる保津川にそそぎ込み、自然と心豊かな人とまちを形成している。

このまちで学び、育つ子どもたちは、ふるさとの宝であり、まちの未来を担うか

けがえのない存在である。 
１９８９年（平成元年）の国連総会において、子どもの基本的人権を国際的に

保障するため、児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）が採択され、日本

は１９９４年（平成６年）に批准した。 
 しかしながら、我が国における子どもを取り巻く環境は大きく変化しており、

児童虐待やいじめ、引きこもりの増加、子どもの貧困問題、地域とのふれあいの

希薄化等、さまざまな課題を抱えている状況である。 
 このような中、環境厚生常任委員会は、子どもの貧困をテーマとして取り組み

をスタートし、先進地への視察や執行部との意見交換等による調査・研究を進め、

平成２９年７月に、事業計画の策定や実態調査の実施、全庁横断的な連携を求め

た「子どもの貧困対策に関する提言」を市長に行った。その後も当委員会で調査・

研究を重ね、子どもの貧困を根本的に解決していくには、全ての政策に子どもの

権利の理念を浸透させるための方策が必要であると考え、亀岡市子どもの権利条

例の制定に向けて調査・研究を行った。 
 亀岡市子どもの権利条例は、児童の権利に関する条約の理念に基づき、子ども

の権利が保障されるように、市等の責務を明らかにし、市の施策について基本的

な事項を定めることにより、子どもが安心して学び育つことができる地域社会の

実現を図ろうとするものであり、本条例をより効果的に推進するための対応策に

ついて、下記のとおり提言する。 
 

記 
 
１ 調整について 

 （１）市長部局の全ての部署及び教育委員会が、子どもの権利保障の観点から必

要な連携ができるよう、統括を行う部署を設け、その部署に、子どもの権

利に関する基本計画の策定や政策推進に必要な予算、人員、権限を付与す

ること。 

（２）子どもとその家庭に直接関わる相談員等が、きめ細かな対応を行えるよう、

必要な人員を確保すること。 

（３）子どもとその家庭に直接関わる相談員等として就労する専門職が活躍する

ために必要な待遇改善を行うこと。 

 

２ 基本計画について 



（１）子どもの権利を基盤とした包括的な計画とすること。 
（２）福祉・教育に限らず、全ての分野における具体的行動を示す内容とするこ

と。 
 
３ 権利侵害の調査・救済について 

（１）権利侵害について、子ども自身が相談できる仕組みを設けること。 
（２）子どもの権利侵害についての調査権限を持ち、子どもを含む市民等からの

苦情を受け付けて対応を行うことができる独立の機構を設けること。 
 
４ 資源配分について 

（１）子どもの権利に関する政策の推進状況及び子どもの権利の趣旨に基づき、

配分される資源の推移を把握すること。 
（２）要保護及び準要保護児童生徒への扶助費を拡充すること。 
 
５ 子どもの権利条約及び亀岡市子どもの権利条例の普及啓発について 

（１）市民等に対し、子どもの権利条約及び亀岡市子どもの権利条例の趣旨が広

く普及されるよう啓発活動を行うこと。 
（２）亀岡市職員、保護者、子どもに関する施設の設置者、管理者及び職員に、

子どもの権利に関する学習の機会を十分に確保すること。 
（３）子どもがその発達に応じて子どもの権利学習を行うことができるよう措置

を講じること。 
（４）子どもの権利学習の指導をする者が子どもの権利についての知識を備えて

いることを担保すること。 
（５）普及啓発を図る際は、知識としての普及にとどまらず、日常の具体的な場

面での適用を可能とする内容になるよう留意すること。 
 
６ 市民との協力について 

（１）市民や地域で子どもに関する活動を行う団体等との連携を深め、互いの役

割を明確にし、全ての子どもが地域行事や市のイベント等に参加できるよ

う努めること。 
（２）子どもたちがまちづくりに参画する機会を創出すること。 
 
７ 子どもの意見の尊重について 

（１）子ども自身に影響を及ぼすことについて、市及び学校が関わる場合は、子

どもから聴取した意見の内容を記録すること。また、意見の聴取を行わな

かった場合についても、その理由を記録すること。 
（２）子どもに関する施設において、子どもの権利が保障されているかを調査し、

その結果を公表し、施設の設置者、管理者及び職員等に適切な助言を与え

ること。 



 
８ 遊び、余暇及び文化的活動について 

（１）子どもの遊びの場を保障できるよう適切な環境を整えること。 

（２）子どもの遊び、余暇及び文化的活動を支える地域住民等と連携し、必要に

応じたサポートを行うこと。 


